
 

 

2018 AUTOBACS SUPER GT Report 
Chang SUPER GT RACE 

第４戦 チャン・インターナショナル・サーキット 

ZENT CERUMO LC500 

#38 ⽴川祐路／⽯浦宏明 
◆６⽉ 30 ⽇（⼟） QUALIFY 

公式予選総合結果 13 位（１分 31 秒 064） 
 
 ５⽉に開催された第３戦鈴⿅か
ら１ヶ⽉以上。SUPER GT は今季
開催５年⽬となる、タイ王国ブリ
ーラムにあるチャン・インターナ
ショナル・サーキットでの第４戦
を迎えた。昼間は 30 度を軽く超え
る酷暑の中でのレースだが、
LEXUS TEAM ZENT CERUMO に
とってはシリーズの流れのなかでも、好結果を残しておきたいレースだ。 
 
 ⽇本から船積みされ、海を渡ってタイに届いた ZENT CERUMO LC500 は、
⾛⾏の前々⽇から調整が進められ、６⽉ 30 ⽇（⼟）午前 10 時からの公式練習
を迎えた。すでに過去５回戦っているコースでもあり、ドライバーの⽴川祐路
と⽯浦宏明にとってもコースに対する不安はない。まずは⽴川がステアリング
を握り、快晴の下コースインしていった。 
 

 ただ、周回を重ねていく⽴川は、ZENT CERUMO 
LC500 に違和感を覚える。跳ねの症状があり、「まる
でレーシングカートに乗っているかのよう」なフィ
ーリングなのだ。これでは思うようにタイムを縮め
ることができない。⽴川はピットインしながら ZENT 



 

 

CERUMO LC500 のセットアップを進め、公式練習の時間が経つにつれて ZENT 
CERUMO LC500 のフィーリングは、⼤きく好転していった。 
 
 公式練習で⽴川からステアリングを受け取った⽯浦も、ZENT CERUMO 
LC500 の感触が良くなっていることを感じ取る。このままいければ予選でもい
いところを⾒せられそうだ……。ふたりは合計で 40 周をこなし、1 分 23 秒 364
というベストタイムを記録。５番⼿につけ、午後の公式予選に向けて⼿ごたえ
を得た。 
 
 しかしその後、ピットウォークをこ
なしているうちにチャン・インターナ
ショナル・サーキットの上空は薄暗く
なりはじめた。LEXUS TEAM ZENT 
CERUMO が準備を始めた６⽉ 28 ⽇
（⽊）から、毎⽇午後にスコールが降
っている。まさか今⽇も……!? チー
ムの嫌な予感は的中してしまい、公式
予選 Q1 まであと 45 分ほどというところで、⼤粒の⾬が降り出してしまった。 
 
 スコールはすぐに⽌んだものの、コース上は完全にフルウエット。排⽔作業
のため、GT300 クラスの Q1 は当初予定から 15 分遅れとなる午後３時 15 分に
スタートした。ただ、GT300 クラスの Q1 が進んでいくうちに、路⾯は急速に
乾いていった。 
 
 ZENT CERUMO LC500 の Q1 を担当したのは⽯浦。路⾯は乾きはじめていた
とはいえ、まだスリックタイヤでの⾛⾏は不可能なのは間違いなかった。ZENT 
CERUMO LC500 は硬めのウエットタイヤを履きコースインし、タイヤが適切な
グリップを得る温度まで熱を⼊れていく。 
 
 しかしその最中、#23 GT-R が先陣を切ってスリックタイヤに交換していく。
これに追従するライバルも何台かいる状況で、LEXUS TEAM ZENT CERUMO



 

 

も選択を迫られることになった。ただ、コース上にいる⽯浦の⽬の前に出てき
た#23 GT-R はまだわずかに濡れている路⾯に苦しんでいる様⼦なのは間違い
なく、LEXUS TEAM ZENT CERUMO は硬めのウエットから、ふたたびウエッ
トを履くことを決断。⼀度⽯浦をピットに呼び戻した。 
 

 迅速にタイヤ交換を⾏いピットアウト
した ZENT CERUMO LC500 は、ふたた
び⽯浦の⼿によってアタックをかけてい
く。このままいけば Q1 を突破し⽴川に繋
げることができるか……と思われたが、
Q1 の序盤にスリックタイヤに交換し、コ
ース上でタイヤを温め続けたライバルた

ちが続々とタイムを上げていく。今からではスリックタイヤに替える時間もな
い……。⽯浦はなんとかタイムアップを果たそうとするも、別の⾞両と⾛って
しまったりということもあり、タイムアップは果たせず。1 分 31 秒 064 という
ベストタイムに留まり、13 番⼿。Q1 突破はおろか、決勝でも後⽅グリッドから
スタートすることを強いられてしまった。 
 
 天候に翻弄される形となってしまった LEXUS TEAM ZENT CERUMO だが、
決勝は地⼒の速さで追い上げを⽬指すのみ。チームは気持ちを切り替え、７⽉
１⽇（⽇）のレースを戦う。 
 
ドライバー／⽴川祐路 
「公式練習の⾛り出しはフィーリングがあまり良くなかった
のですが、⾛る前に予定していた流れでセットアップを変更
し、良い⽅向に変えることができました。公式練習の後半は
クルマもいい状態に仕上がっていたと思います。期待してい
たのですが、まさかの⾬が予選前に降ってしまい、うまくい
きませんでしたね。予選で⾃分の出番はなかったのですが、
こればかりは仕⽅ないです。その分明⽇、オーバーテイクシ
ョーをみせられるように頑張りたいと思っています」 



 

 

 
ドライバー／⽯浦宏明 
「公式練習では、⽴川選⼿がドライブしているときはフィ
ーリングがあまり良くなかったのですが、その後は良くな
っていき、その感触を僕も確かめることができました。予
選がドライなら、もっとタイムが出るタイヤを使おうと思
っていたのですが……。Q1 直前の GT300 での予選では⽔
しぶきがかなり上がっていたので、ウエットタイヤを装着
しました。最終的にはスリックタイヤを履いたライバルが正解でしたが、ドラ
イを履いたライバルと⼀緒に⾛ってしまい、タイムアップできませんでしたね。
結果的にはこういう順位になってしまいましたが、ドライの感触はクルマもタ
イヤも悪くないので、レースでは上がっていくしかないと思っています」 
 
浜島裕英監督 
「公式練習では終盤にいいフィーリングを得ることができ
たので、逆に作戦が保守的になってしまい、ドライタイヤに
踏み切れなかったのかもしれません。そこに上位進出できな
かった理由がありますが、それは仕⽅がないことだと思いま
す。明⽇も天候は分かりませんし、あきらめずに追い上げた
いと思っています」 
 

 
 



 

 

公式予選結果表 
 

Rank 
Car 

No. 
CarName Q1 Time Q2 Time 

1 16 MOTUL MUGEN NSX-GT 1'28.405 1'23.341 R 

2 17 KEIHIN NSX-GT 1'27.651 1'23.458 R 

3 39 DENSO KOBELCO SARD LC500 1'28.542 1'23.676 R 

4 24 ﾌｫｰﾗﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ ADVAN GT-R 1'27.101 1'23.687 R 

5 100 RAYBRIG NSX-GT 1'28.315 1'24.001 R 

6 19 WedsSport ADVAN LC500 1'28.459 1'24.053 R 

7 12 カルソニック IMPUL GT-R 1'27.015 1'24.146 R 

8 8 ARTA NSX-GT 1'29.730 1'24.359 

9 3 CRAFTSPORTS MOTUL GT-R 1'30.228 
 

10 36 au TOM'S LC500 1'30.653 
 

11 6 WAKO'S 4CR LC500 1'30.811 
 

12 1 KeePer TOM'S LC500 1'31.039 
 

13 38 ZENT CERUMO LC500 1'31.064 
 

14 64 Epson NSX-GT 1'31.524 
 

15 23 MOTUL AUTECH GT-R 1'31.588 
 

※R マークはコースレコード（従来コースレコード 1'24.307） 
  

 


